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差別解消の主体者を育てる部落史学習を求めて
～自らの「生き方を問う」授業の創造～

岡山県同和教育研究協議会

備前市立備前中学校

藤田 孝志さん

一、はじめに

大分県に初めて来させていただきました。昨日は別府の的が浜のフィ―ルドワ―クをさせていただ

き、すごく感謝しています。その時にも思ったのですが，史実は現地に来てみないとわからないとい

うこと，そして史実は解釈によってまったく別の話になってしまうということです。今日の私の話も，

この点が中心になると思います。

ところで，私はこういう高い所は，すごく苦手です。本当は先生方と同じフロア―で、同じ目線で

話をしたいんですけど。すごく緊張していますので、うまく喋れるかどうかわかりませんが、おつき

合い願いたいなと思っています。ぼくは、先生方と同じく現役の中学校の教員です。社会科を教えて

います。ですから、記念講演とかいう形じゃなくて、日頃生徒と一緒に授業で，やってること、考え

てること、そういうことを先生方にお話させていただいて、少しでも先生方のお役に立つことができ

ればいいと思っています。

今日レジュメにそって、約三点ほどお話をしていきたいと思っています。一つは、現在進められて

いる「部落史の見直し」ということを，学校現場においてどのように位置づけていけばいいのか，と

いう点について話をさせていただきたいと思います。つまり、教師として生徒にどのように部落史・

部落問題学習を実践していけばいいのかということです。

それから、もう一点は、もう崩れてきていると言われていますが，「近世政治起源説」について，

どのように部落史の研究が進んできたのかも含めて、我々の認識をどのように見直し，変えていかな

ければいけないのか、このことについて話をさせていただきたいと思います。

そして最後に、我が岡山県は「渋染一揆」が起こった県で，私も、「渋染一揆」を研究しておりま

すが，一点目、二点目にお話しする内容を、具体的に「渋染一揆」に置き換えた時、従来言われてき

た「渋染一揆」とは違うものが見えてきた，それについて話をさせていただこうと思います。時間が

非常に限られていますので、レジュメ、資料については、できるだけお帰りなった後にご覧になって

も役立つように作ってまいりました。ですから、レジュメよりも，私の話を中心に聞いていただきた

いと思います。

二、「同和」教育アンケ―トから見えてきたもの

レジュメの二ペ―ジの所に、「『同和』教育アンケ―トから見えてきたもの」ということで、アン

ケ―トの質問項目を載せています。実は、この質問項目、私が作成し，この佐伯市の方にもお願いし

てアンケ―トをとっていただきました。このアンケ―トは，昨年の六月ぐらいから、他県にいる多く

の仲間にお願いして、それぞれの県の高校にアンケ―トをとっていただいたのです。と言いますのは、

このようなアンケ―トを中学生対象にとりますと、生徒は学習の直後ですから、知識的にもきちんと

したことを書くんです。と同時に、教えてもらった先生が目の前にいて，自分の書いたものを読むん

だと感じた時、やはりよいこと，当たり障りのないことを書きます。私は、子どもの心に何が残り続

けていくのかを最も重要なこととして考えていきたいのです。

今、被差別の現実は見えにくくなっています。しかし，差別の現実は、確かに大人の社会において，

偏見や差別意識としてたくさん残ってます。大学生にアンケ―トをとった場合でも、「同和」教育に

対する痛烈な批判や，大人の世界と同様の偏見や差別意識が綴られています。決して被差別の現実が
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軽減されたわけでも解消されたわけでもないのです。

その実態を見るとき，我々が考えるべきは，我々の実践してきた「同和」教育や部落問題学習は一

体何であったのかということです。我々は今も，目の前にいる小学生、中学生に授業しているのです。

そして、その子どもたちが、五年後、十年後にどのような意識を持ち続けていくのか。そこまで、私

たちは考えて授業をやっているだろうか。そのような思いの中で、私はこのアンケ―トをとりました。

愛媛県、徳島県、香川県そして京都府，私の仲間にお願いしてとりました。農業高校，商業高校，普

通科高校など様々な高校のアンケートが，私の家に，大きなダンボ―ル箱に四箱ぐらいあります。そ

こには実に生々しい現実，実態があります。香川県にいる私の友人が、自分の教えている生徒が進学

している高校に，このアンケ―トを頼みました。そして、自分が一生懸命に部落問題学習を教えた、

社会科の教師として部落史を教えた子どのたちが書いたアンケ―トを見て、彼は愕然としました。

「何をやってきたんだろうか。このアンケ―トは教師にとって『踏み絵』である」と。

多くの教師が逃げてきたことなんです。自分の行ってきた「同和」教育，部落史学習が子どもたち

の脳裏にどのような形で残っているのか，そのことを知ることが恐ろしくて逃げてきた。いや，気づ

かないふりをして逃げてきたのです。このアンケ―ト集約を今年の夏までには冊子にしたいなと思っ

ていますが、八割、九割がマイナスイメ―ジです。子どもたちの心に残ったもの，それは差別を助長

する結果以外の何ものでもありません。これがまさに我々がやってきた「同和」教育の結果なんです。

この事実を改めて認識する必要があると思います。

先生方も是非，自分たちが教えた子どもたちが進学している学校の先生にお願いして，このような

アンケ―トをとってみて下さい。そして、子どもたちが書いた言葉の一つ一つを、自分の部落史・部

落問題学習の実践と照らし合わせて考えてみてください。

（一）従来の部落史学習批判

私の友人で京都に外川正明先生がおられます。彼が、京都教育大学の学生にとったアンケ―トがあ

ります。ちょっと読んでみましょう。

「 私がこれまで学んできた部落問題の歴史は、部落の人の暮らしと私たちを完全に切り離した形で

教えられたのです。例えば、私たちとは全く別個の人間なんだ、と強調して教えられた結果、その

『同和』教育はわざわざ知らなかったことを教えられた。知らなかったら差別しないのに、今思えば

間違った考えを私の心に植え付けてしまっている。小学校、中学校で、私は『同和』教育を受けてき

た。しかし、何のためだったのだろう。教えてもらい、私はいつも決まり切った感想文を書いてきた。

そして、先生に誉められた。でも、本当は何も考えていなかった。正直、自分には関係ないと思って

いた。本当は感想文に分からないと書いて、先生に取り上げられなかった友だちの方が、『同和』問

題について考えていたのだと思う。大学にきて初めて『同和』問題について考えられたと思う。教え

られるんじゃなくて、自分の力で考えた。」こういう言葉が、感想文の中にあります。他のアンケ―

トの中にも、同様の声がいっぱいありました。

従来の部落史学習の批判ということで，私の考えを述べさせていただきます。つまり，従来の部落

史学習の実践の多くは、部落差別解消を目的に掲げながらも、「差別された歴史」の史実を伝えるこ

とに終始し、生徒はその歴史的背景と史実を＜知識＞としては理解するが、自分の問題として捉える

ことは少なかったのではないだろうか。つまり、教師が部落史の授業をすればするほど，単に差別の

事実，厳しい差別の実態を教えれば教えるほど，子どもたちは「そんなことが昔あったのか」と他人

事のように学ぶだけではなく、「死んだ牛馬の処理などを部落はさせられていたのか」「部落に生ま

れなくてよかった」といった部落に対するマイナスイメ－ジのみを残してしまう。そういう差別の再

生産を助長している部落史学習の授業であったのではないでしょうか。教科書に記述された知識のみ

を、教師が一方的に「史実の伝達」に終始する授業を展開する結果，生徒の心に残るのは差別と貧困

が強調された「部落の低位性」であり、マイナスイメージとともに強められる差別意識である。そし

て、「かわいそう」という感想の背後にある「部落に生まれなくてよかった」という自己中心的な安

堵感が強くなるのです。
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（二）部落史学習の転換・・新しい視点

このような実態の分析から、私は部落史学習の転換ということで、新しい視点をいくつか提言させ

ていただきたいと思います。

①「貧困、悲惨な部落史像」から「多様な部落史像」へ

まず、第一番目に、「貧困、悲惨な部落史像」から「多様な部落史像」へというテ―マをあげさせ

てもらいました。従来の「近世政治起源説」の中では、部落は貧しいんだ、そして悲惨なんだ、差別

を受けてきたんだ、そういうことが強調して言われてきました。本当なんでしょうか。部落は貧しく、

差別を受け、悲惨な生活だった。その原因は、権力者、支配者によって、人の嫌がる仕事をさせられ

たからである。生活状態も、地味の悪い場所に住まわされ、収入も少なかった。そのように言われて

きました。このことは、同和対策事業が行われる以前の部落の劣悪な生活環境や生活状態の起源（原

因）を江戸時代に求め、こんなに部落は貧しいんだ、悲惨な状態なんだ、だから昔はもっとひどかっ

ただろうなという発想から、江戸時代が見られてきたのではないでしょうか。

最近の部落史研究の成果によると、部落が窮乏化し貧しくなったのは明治三十年代以降といわれて

います。また江戸時代には、貧困な部落もあれば豊かな部落もありました。このあたり、後ほど具体

的な例を出して説明したいと思います。それから、仕事や役目ですが、人の嫌がる仕事をさせられた、

行刑役とか，あるいは百姓一揆を取り締まる役をさせられた，そのことに差別の根拠を見いだしてき

たのが従来の部落史ですが、本当でしょうか。この考えでは、「職業起源説」を肯定することになる

んです。

私が、ここで強調して言いたいのは、「時代によって社会の見方は変わるんだ」ということです。

我々は今の価値観で、江戸時代を見てはいないだろうか。江戸時代には、江戸時代の見方があるんで

す。江戸の社会を生きていた人々は、今我々と同じ価値観、考え方、生き方で果たして生きていただ

ろうか。私は違うと思います。明治以前、西欧の思想による平等観や近代の人権思想が、日本に入っ

てくる以前の社会のあり方と，それ以後のあり方では，社会だけでなく人々の考えも価値観も大きく

違っていたと思います。

例えば一つ例を出しましょう。牛乳があります。明治以前では，牛乳を飲むことはそれほど広まっ

ていませんでした。むしろ、ケガレ意識の関係や食文化の違いから，むしろ嫌悪の対象でした。とこ

ろが、明治以後、牛乳を飲むようになっています。今では，給食にも牛乳がでています。これは何で

でしょう。肉食も一緒です。（確かに政府も肉食を「養生力」「血力」として勧めてはいるが）「明

治になって牛乳は身体によいから飲もうよ」というように，みんなが一斉にするようになったから，

そういうようになっていったんです。価値観が変わり，新しい社会意識になっていったんです。私が

言いたいのは、社会を築いてきたのは、支配者の論理ではなくて、一般の民衆の考え方、すなわち世

間が基準なんだということです。

差別された理由を明確にする必要があるということで、少しケガレ意識の話をします。ケガレ意識

の話をするといくら時間があっても足りないので、ここでは、少しだけ話をします。

先生方、これから昼食をとられると思うんですが、食堂に行きました。そして，ラ―メンを頼みま

した。テ―ブルの上に、ぬり箸と割り箸があります。先生方、何も考えないでどちらに手を出します

か。割り箸を選ぶ先生方が多いようですね。

では、何で割り箸を選ばれるんですか。衛生的という点から考えてみて下さい。どちらが衛生的な

んですか。割り箸が衛生的であれば、どうして給食の時に出さないのですか。お金の面もありますが。

割り箸は、どこかの製材所がカッティングして、その後に煮沸消毒したかは分からないし、食堂の人

がいつそこに置いたかわからないですよ。紙袋に入っているけど、入ってない店もありますね。それ

を考えたら、いつ置かれたか分からないですね。でも、なぜ割り箸の方をとるのか。この割り箸はケ

ガレ意識の表れです。つまり、人と同じ物を使わない。この考えが我々の意識の中にあるんですね。

歴史的な話をしましょう。ぬり箸が日本で作られたのは平安時代頃です。割り箸が作られたのは、元

禄時代です。元禄時代に、「生類憐みの令」「服忌令」（死や血の穢れを避けたり廃したりする考え
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を規範化した法令）を含め、民衆の中にケガレ意識が浸透していったのです。その延長線上に，割り

箸が作られていったと思われます。

それからもう一つ、日本三景の中に宮島があります。宮島の中には、一般の社会の中にあるものが、

二つないのです。一つは、お墓がないんです。もう一つは産婦人科がないんです。なぜないのか。あ

そこは、聖域なんです。死の穢れ（死穢），血の穢れというケガレ意識が知らず知らずのうちに我々

の中にあるんです。清め塩の問題もそうです。それから、女人禁制の山、色々あると思います。後で

お話しますけども、小学校の教科書が今年の四月から変わります。部落史の記述についても大きく変

わってきていますが，（資料をレジュメの後ろにつけていますので、後でお読みいただけたらと思い

ますが）ただ一つ問題があります。女性問題が大きく小学校の教科書に取り上げられるようになりま

した。マイナス的に描かれています。江戸時代の女性が差別に苦しんで、どんなに悲惨だったかとい

うことが，強調的に小学校の教科書に載っているんです。このあたりも後で話をしますが，先生方も

ぜひ検証してみてください。

②「知識の伝達」から「価値観の認識」へ

二点目の話ですが，「知識の伝達」から「価値観の認識」へという提言です。「知識」を教えれば

いいという安易な考えが差別を再生産していると思います。私は，教科書記述をそのままにただ教え

るのが教育であるとは思っていません。実際に、教科書に記述されている内容を十分に吟味すること

もなく教えること、内容を考えることなしにただ教科書に書いてあるからこれは教えないといけない

と考えること、それは知識の移動でしかないんです。この結果、生徒の中に何が残るでしょうか。そ

れは，マイナスイメ―ジ、そして他人事と無関心です。

教師は子どもたちに伝え、子どもたちは学び、そして学習していきます。教育とは、目標があって

内容があると私は考えています。ところが、今現在、内容があって目的があるようになっていません

か。例えば、部落問題学習を学期に一回やる。二学期は渋染一揆をすることになっている。それでは，

渋染一揆という内容が先にきて、どう教えるかが後になってしまうんです。そうではないと思うんで

す。今目の前にいるこの子どもたちを見たとき、この子どもたちに何を教えないといけないのか、何

を教えたいのか、まずそれを考えた上で教材、題材を選んでいくべきではないでしょうか。二学期に

は、渋染一揆をしないといけないとか、あるいはここでは結婚差別の授業をしないといけないとか、

そういう授業のあり方でずっとやってきてはいませんか。私が言いたいのは、「部落史学習を通して，

何を教えるのか」ということを先生方自身にもう一度考えてほしいということなのです。明確に目的

と意志をもって、部落問題学習をされている先生がどれほどおられるでしょうか。

部落問題学習の授業の最後に，差別はいけませんと差別の禁止を説諭して、それでいいという授業

を展開していないでしょうか。部落問題学習をするたびに差別発言が起こり、差別事件が起こると，

よく聞きます。それは、教師が「差別はいけない」ということだけを目的と結論にした授業で終わっ

ているからではないでしょうか。

では，どのような部落史学習が求められているのでしょうか。それは，「差別はいけません」の授

業じゃないんです。「差別をなくしましょう」という授業をしましょう。差別をなくす視点に立つ授

業を目指しましょう。「差別はいけない」では，「ぼくは差別しないよ」で済まされるのです。それ

だけだったら，実際にそこで差別している子が、いじめをしている子がいたとしても「自分はしてい

ない。見て見ぬふりをしていても、自分に関係ないふりをしていても、自分はしていない。だから自

分には関係ないんだ」そういう生徒を作っていきたいですか。私はそうは思わない。差別をなくす立

場というのは、自分だけではなくて、他人や周りや，そしてこの社会全体に関わっていく必然性があ

るんです。他人事にできないんです。なぜなら，主体的に行動しないと差別は絶対になくせないから

です。今まで、部落問題というと、「部落の人たちをどうするか」という認識だったように思います。

部落の人をどうするのかという観点に立つと、「部落の人の問題」になるんです。部落問題は、「部

落の人の問題」ではないんです。「部落の人を、どう見ているかという我々の問題」なんです。私た
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ち自身の問題なんです。この視点が必要だと思います。なぜなら，差別は人間関係の中で生まれるか

らです。「部落と部落外の関係性」こそが部落問題の本質なのです。この関係を不合理に結ばせなく

している偏見や差別意識が問題なのです。

ここで、あるエッセイを紹介します。村上春樹という小説家が、自分の加差別体験を語ったエッセ

イです。被差別体験を語る話はたくさんあります。でも、自分は差別をしたんだということを語って

いる話は少ないです。文庫本なんですけど、彼のエッセイ集に収録されています。『村上朝日堂は如

何にして鍛えられたか』という新潮文庫からでている本です。この本の一番最後のエッセイに、彼は

今まで誰にも語らなかったことを書きますと言って、自分の加差別体験を書くんです。彼は兵庫県の

高校に通っていました。ある日、仲のよい女の子について、周りの子が語っている言葉を彼女のあだ

名か何かと勘違いして、彼は黒板に書くんです。黒板に書いて、ちょっとした後、その女の子がやっ

てきます。そして、村上春樹に聞くんです。「これあなたが書いたの？」「そうだよ」その途端彼女

はわっと泣き出して教室から飛び出してしまうんです。何のことか彼は分からない。そして、その日

からクラスの大半の女の子に彼は無視されるようになるんです。なぜ無視されるようになったのか彼

は分からない。何日か後、彼のもとを二人の女の子が訪れ，そして、「村上君、あんた，あれわかっ

て書いたん」と聞きます。「分からない」「あっ、やっぱりね」そして、その二人の女の子は兵庫県

の被差別部落の歴史を彼に教えるんです。村上春樹が黒板に書いたのは、兵庫県の被差別部落の名前

だったんです。そして、彼は泣かせてしまった女の子に謝罪するんです。そのことを、初めてこのエ

ッセイに書いたんです。その中で彼はこう書いています。

【それがショッキングだったのは、その時のぼくには、そんなことで人を人を差別するという事実

が、よく飲み込めなかったからだ。でも、ただそれだけではない。ぼくにとって、それよりももっと

ショッキングだったのは、この世界では人は誰でも無自覚のうちに、誰かに対する無意識の加害者に

なりうるのだ、という残酷で冷厳な事実だった。ぼくは今でも一人の作家として、その事を深く深く

おびえている】

もし、よろしかったら先生方もお読みになって、授業や社会啓発に使ってください。私自身は、

「寝た子を起こすな」論に対しての啓発に，この資料を使っています。【無自覚のうちに無意識の加

害者】になっている。知らなくても、教えなくても人間は人を差別していくことがあるんだ」このこ

とを子どもたちに，私は語っていきたいと思います。

③「過去、他人事の問題」から「いま、自分自身の問題へ」

次に、「過去・他人事の問題」から、「今・自分自身の問題」へということで、レジュメに書いて

います。時間の関係で割愛しますが，後でお読みいただけたらと思います。

（三）教師の姿勢と視点を問う

四ペ―ジ目に教師の姿勢と視点を問う、そして【差別解消の主体者を育てる部落史学習】について、

私の考えを述べております。ぜひお読みいただけたらと思います。

ここで、一つの具体的な話をします。今から十数年前に私が勤務していた学校でのことです。その

学校は、文部省の「同和」教育の研究指定を二年間受けて、「同和」教育に取り組んだ学校でした。

しかし、学校は荒れ果てていました。その学校に，ある若い社会科の講師の先生がおられました。文

部省の研究発表の時、研究授業もされた先生でした。「渋染一揆」の授業をされたそうです。その翌

年、同じ時期，中学校二年生に「渋染一揆」の授業をすることになりました。「去年の研究会では，

どんな授業をしたの」と聞きました。岡山県教育委員会が出してる実践集があります。彼女はその実

践集を使って，その中に書いてある指導案で、その中に使われている資料を使って、そのままの展開

で授業をしましたと言いました。「そう、今回もそのように授業されるんですか」「そうします」

「もうやめなさい。そんな授業したって子どもは変わらんよ」

生徒は荒れていました。授業なんて聞きません。紙飛行機が飛び、半分以上の生徒は雑談している
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か寝ているか、そういう学校でした。先生が何を言っても聞きはしない。私が転勤して、一ヶ月も立

たないうちに、二十数人の生徒が金属バットを持って職員室になぐり込んでくる、そういう学校でし

た。そういう中で、その先生が授業する。マニュアル通りの，パタ―ン通りの授業をする。「やめな

いさい」「なぜですか」「先生がしたくてする授業じゃないやろ。だからやめた方がいい」「でもせ

んといかんから」「先生はこの授業を通して何を教えたいんですか。何を教えようとしているんです

か。先生自身は部落問題とどう向き合っているんですか」私は、その若い女の先生に詰め寄りました。

私には彼女の考えが許せなかったのです。

「指導案を持ってきなさい。あなたの書いた指導案を持ってきなさい」その先生に言ったんです。

持ってきました。「いかん。やり直せ。」それを四回から五回も繰り返したんです。やり直させたん

です。もちろん、私もできるだけの資料を用意して、資料から考えてごらんと言いました。その先生

は頑張ったんです。ぼくにそれだけ言われても，涙を流しながら、一生懸命に書いてきました。そし

て、当日を迎えたんです。その先生が自分で、自分と部落の関係を考えて、この「渋染一揆」を通し

て、生徒に何を考えさせたいかを一生懸命に考えて、資料を作り、指導案を作って、授業をされまし

た。

やっぱり最初はざわついてました。研究授業だったんで、いっぱい人が見ていました。彼女は一生

懸命に，本気で授業をやりました。授業が終わる少し前，「渋染一揆」の，この授業の山場にきたと

き、彼女が一番訴えかけたいと思っていたところにきた時に、彼女は立ち止まりました。今も私は、

十数年前のあの場面が目に浮かぶのですが、その先生は書きかけた黒板からチョークを降ろして、黙

るんです。言葉にならないんです。ざわざわしていた子どもたちが、シーンとなりました。そして先

生の方を子どもは見るようになります。その時、彼女の目から涙がこぼれました。涙が静かに彼女の

両頬を伝い，こぼれ落ちていきました。そして、チャイムがなりました。授業はそれで終わりました。

職員室に戻ってきた彼女は、ぼくの所にきて、「先生、やっぱり私は授業ができんかった」と言いま

した。私は、「先生、そんなことないよ。生徒に響いたと思うよ」「でも、私は教えきれなかった」

「先生、先生の授業を評価するのは、教育委員会でも、我々教師でも，親でもないよ。先生の授業を

評価するのは、生徒ですよ。先生、次の時間、そのクラスに行ってごらん。先生の授業を生徒がどう

受けとめているか、わかるから，行ってごらん」

彼女は、次の日そのクラスの授業に行ったんです。戻ってきました。「先生、今日は私語が一つも

なかった。生徒が一生懸命に聞いてくれた」ぼくは、それで良いと思うんです。我々が、部落問題学

習をする視点はどこにあるのか、教師としての姿勢や視点をどこに置いて、我々は授業に関わってい

くのか、考えていくべきだと私は思います。彼女は、今は小学校の先生として頑張っています。

二、部落史研究の成果を生かした部落史学習・・・江戸時代の身分制度をどう教えるか

五ペ―ジ目、従来の部落史学習をどのように越えていけばいいのか。そのあたり、これから少し話

していきたいと思います。

（一）「近世政治起源説」批判

①「近世政治権力が被差別身分をつくった」について

「近世政治起源説」の大きな間違い，レジュメに書いていますが、私は次の二点だと思っています。

一つは、「近世の政治権力が被差別身分を作った、あるいは被差別部落を作った」という点です。こ

の質問を投げかけた時、生徒はどういうことを思うでしょうか。「どういう人たちが部落にされた

の？えた身分って誰がされたん？」という素朴な疑問です。さあ先生方，答えられるでしょうか。こ

の疑問の先にあるのは，「部落は悪いことをした人がなったんや，人種の違う人がなったんや」とい

う偏見です。つまり、家族や親戚，近所の人たちからいろんなマイナスイメ―ジを植えつけられ，固

定化された生徒にとっては、まるで犯人探しのように，自分たちが抱いている部落に対する偏見の根
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拠を探すことになるんです。そして、「自分は部落に生まれなくてよかった」という感想に終わって、

差別は他人事になっていきます。

岡山のある中学校の、校内研修に呼ばれました。なぜ呼ばれたかというと、実はある問題が起こっ

て、その問題を解決するための教職員研修に呼ばれたわけなんです。その学校の社会科の先生が江戸

時代の身分制度の授業を行い、その授業の中で，こう言ったそうです。教科書通りの内容を教え、そ

の最後に子どもたちにこう言ったのです。「君たちがもし，えた・ひにんだったらどうする？」その

問いに対して，ある生徒が言ったそうです。「そんなん，先生決まっとるよ。自殺するわい。」その

ことが笑い話で済んでしまったそうです。この笑い話に終わった授業は，部落に生まれた生徒にとっ

て何を残すでしょうか。下を向く、苦痛だけの「同和」教育です。

愛媛県の新居浜に講演に呼ばれました。その時に、私を講演に呼んだ先生から、「先生、お願いが

あります。一時間前に来て下さい。どうしても先生に会わせたい子どもがいるんです」と言われまし

た。当時高校３年生，十八才の女の子に会いました。その女の子は、ぼくに向かってこう言いました。

「先生、私は小学校五年生の時に、学校の先生から犯罪者が部落にさせられたんだと聞きました。そ

れは本当のことなんですか。先生，私はそれを聞いた時，すごくショックでした。私の祖先は犯罪者

やったんか。私は犯罪者の子孫なんか。その事がずっと私の心にひっかかって、学校で『同和』教育

や社会科で習う部落の歴史が苦痛で，苦痛で仕方がなかった。先生、今私は高校生友の会で頑張って

いる。だけど、私の心の中にはいつも、私の祖先は犯罪者という言葉がついてくるんです。先生は、

部落史の専門って聞来ました。教えてください。本当なんですか」私は、講演の中で，彼女に向かっ

て一生懸命に話をしました。講演が終わり，彼女は私にこう言いました。「先生、私は自信をもって

も良いんやね。本当に大丈夫なんやね」って。

先生方、自分の祖先は何人になるか計算したことがありますか。単純です。四百年前、何代の自分

の祖先がいるでしょうか。大体、二十年を一つの世代として計算しましょう。二十ですから、二十か

ける二十ですね。二人ずつ、私の父親、母親、そしてその先にはお爺ちゃん、お婆ちゃん、というこ

とは、二かけるＮの二乗なんですから，二十を当てはめて見流とどうなりますか。約二十代さかのぼ

ると、何人いるでしょうか。ざっと計算して、百万人です。自分の祖先はものすごい数になるんです。

広島で解放社会学研究所の所長をされておられる江嶋修作という私の尊敬する先生がおられます。

その先生がよくおっしゃいます。「俺の祖先は、武士や。俺の祖先は、有名な儒学者者や」結婚差別

の整理に入ると、このように必ず家柄を持ち出して、「うちの祖先は」という人が出てくる。その時，

江嶋先生はこう聞き返されるそうです。「それは、あなたの何代前のどういう人ですか」って。そし

て、計算するそうです。そうすると、百人、二百人、三百人、五百人、千人ぐらいに祖先がなるんで

す。そこでこう言われるそうです。「あなたの祖先には，確かにえらい人もおったやろ、武士もおっ

たやろ、逆に、泥棒もおったんやないか、人殺しもおったんやないか，貧しい人もおったんやないか、

いろんな人がおられるわけですね」って。

そうです，いろんな人の流れをくんで今、私たちは生きているんです。どうして、これほどまでに

家柄にこだわるのでしょうか。彼女は元気になりました。私の講演を目の前のここの席で聞きました。

真剣そのものです。

もう一つ話をしましょう。徳島県に吉野町という所があります。私は、そこに講演に何回も行きま

した。講演が終わった後に、あるお母さんが私のところに来られました。「先生、うちのお父ちゃん

に一回話をしてほしい」「いいよ。どうしたん」「うちのお父ちゃん、テレビで徳川のドラマがある

度に、テレビのスイッチを切るんです。そして、子どもに向かって言うんです。『こいつらが、わし

らをこうしたんで』って。それを聞く度に辛くてたまらん」って言われるんです。先生方、これは極

端な例かもしれないですが、部落の父ちゃん、母ちゃんは、お爺ちゃん、お婆ちゃんは、部落外の人

たちのまなざしをぐっと受けとめながら生きているんです。これが、被差別の現実です。差別の厳し

さや貧しさが被差別の現実ではないんです。部落外の人間が、部落に生まれた自分をどう見ているか。

そのまなざしが、痛いほど突き刺さってくる。そのことを我々がどう捉えるかです。部落の人は、ど
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こが痛くても、病院になかなか行きたがらない，そういう話を私はよく聞きます。何でかわかります

か。大部屋に入院します。その時、新しく入って行ったら，こういう言葉になるんです。「あなた、

どこから来たん」「例えば、佐伯なら佐伯市から来ました」「佐伯市のどこ」「どこどこです」「私、

そこだったら，あのお店知ってるよ。佐伯市の駅，知ってるよ」「あっそうですか」「ところで、お

宅，駅の向こう側、こっち側」こういう話です。何気ない会話です。でも、聞く側にとってみたら、

自分が暴かれるんです。そして、正直に「駅の向こう側から来ました」そう言った途端に，相手がど

ういう表情をするか。それによって、ぐさっとくるんです。そのことをどう受けとめていくかです。

村上春樹の話をしましたが，例えその人が差別しようとしていなくても、無意識のうちに，無自覚の

うちに差別者になっているんです。教科書の内容，記述のみで授業をした場合、子どもたちはどう思

うでしょうか。「そうだったんか。そうであったんか，昔は」と。差別や偏見の事実を誤認してしま

うのです。間違ったものを，間違ったままに受けとめてしまうのです。そして次はどう思うでしょう

か。「かわいそうに。自分はそうでなくて、よかった」という同情と哀れみ。そして、最後に「自分

のせいではない」という無関心、他人事です。

②「不平不満をそらすために、さらに低い身分をつくった」について

二番目に、「不満をそらすためにさらに低い身分を作った」という点です。ここで、「さらに低い

身分」ということで、少しお話をしたいんですが、来年から小学校の教科書から「さらに低い身分」

という表現は消えます。四月から、六年生が使う教科書の記述が大きく変わります。これは、ずっと

我々が言ってきたことがようやく認められてきたのかなと思うんですが。「さらに低い身分」という

表現から、何を子どもたちは連想するでしょうか。まず農民の生活状況を連想します。武士によって

厳しい年貢の収奪がある。貧しく苦しい生活を農民はしている。武士から、農民は虐げられ，そして

年貢を搾取されていく。差別もされる。不平や不満をいっぱいもってしまう。そして、今の言葉でい

うと「キレる」んです，百姓一揆を起こすんです。百姓一揆を起こされたら、約一割の武士は困る。

八割の農民が団結して、襲ってきたら負ける。だから、農民が不平や不満を持たないように，そらす

ために、農民よりも「さらに低い身分」をつくった。農民は、彼らを蔑み、見下し、「あいつらより

はまだましだ」という思いで、見る。それによって、少しは安心する。武士（支配階級）は自分たち

に向かう不平不満をそらすことができる。こういう目的で、権力者であり，支配者である武士は「さ

らに低い身分を作った。こういう支配の構造を「分裂支配」と言います。さて本当でしょうか？。下

の身分」の生活を見て、「自分の方がましだから我慢しよう」というほどに、民衆は愚かだったんで

しょうか。従順だったんでしょうか。また逆に、武士はそんなにも恐ろしい存在だったんでしょうか。

このような疑問を先生方は持たれたことはないですか。もし、この考えで教え続けていたら、何を教

えていることになるでしょうか。

先ほど「目的」ということを言いました。「分断支配」を教える「目的」は何でしょうか。この授

業の果てに何があるか。私は，こう思うのです。貧しい人間観を生徒に植えつけてきたのではないだ

ろうか。つまり、「上を見て暮らすな下を見て暮らせと教え込まれて、それに従うほど農民というの

は愚かなんですよ、人間というのは愚かなんですよ」ということを教えている，そういう授業ではな

いだろうか。そして、人間は本質的に差別されている者や悲惨な者と自分と比べて，安心するものな

んだという、そういう人間観を子どもに教えてきたことにはなりませんか。

次に、具体的に「近世政治起源説」が内容的にどれだけ間違っているか私なりに話をしますが、こ

こではこういう論法が生徒の心に何を残してきたかということを考えてほしいと思います。

（２）教科書記述と歴史的事実との相違 … 我々のイメ―ジを転換するために

次に七ペ―ジに入ります。これから教科書記述と歴史的記述の相違ということについて具体的に話

していきます。先生方には、ショッキングな話になるかもしれません。最新の部落史あるいは日本史

の見直しということで、先生方にも知識面で理解をしてほしいことを申し上げます。
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①「士農工商」の意味

まず第一番目。「士農工商」という身分制度を表す言葉は江戸時代には存在しませんでした。江戸

時代に、「士農工商」という身分制度はなかったんだと理解してほしいんです。だから小学校の教科

書は来年から変わるんです。レジュメを見てください。【士農工商の四民は，石民なり】（石民とは

「国の柱石となる大切な民」という意味）これは中国で紀元前六百五十年頃に書かれた『管子』の中

にでてきます。実は「士農工商」は中国の言葉です。その中国の言葉が、大体，奈良時代頃だと思う

んですけども、日本に入ってきます。（『続日本紀』に「四民の徒，おのおのその業あり」と中国で

の意味そのままに使われている）以後、ずっと使われていくんですけども、もともと「士農工商」と

いうのは、中国においては，四種類の職業を列挙することで，「すべての職業」さらに「民衆一般」

という意味でした。中国には皇帝がいます。皇帝がいて、その下にいろんな職業に携わっている人た

ちがいる。それらの人々を総称して、「士農工商」と呼んだんです。それが、日本に伝わって，その

ままの意味でずっと使われてきているのです。現在のように「士農工商えたひにん」という形で使わ

れるようになったのは明治後半以降です。明確に書物に表れるのは，昭和二年に，村上政雄の書いた

『融和教育概説』という本の中です。ですから、江戸時代においては、「士農工商えたひにん」とい

う身分制度は存在しなかったのです。

②江戸時代における身分とは何か

では、江戸時代において、一体身分とはなんだろうか。レジュメには，【身分とは、侍身分、町人

身分、百姓身分、そして賤民身分】と書きましたが、賤民身分というように，明確に身分としてとら

えていいかどうか私も少し考えています。しかし、はっきりしているのは三つの「身分、侍身分、町

人身分、百姓身分」です。

どの教科書の中にも、江戸時代の身分別人口割合を示した円グラフがあります。その円グラフでは、

一番多いのは「農民」と書いています。残りは「町人」「武士」「天皇公家（貴族）」「その他」な

どと書いています。これが江戸時代の身分別の人口割合だということで、先生方も習われ，また教え

られてきたと思いますし、現在の教科書にも載っていますですが。来年の教科書からは違います。ど

こが違うか。実は、この身分の分類からいくと、大変なことが起こってくるんです。つまり、「漁

師」はどこにいるんですか。「山で生活されている人たち，山の民」はどこに存在しているのですか。

すべて「その他」のはずはありませんよね。円グラフの中にはいないわけです。このグラフについて

は、いくつかの教科書には，出典が書いてあります。この下側に鍵かっこして、関山直太郎という人

の『近世日本の人口構造』という本から引用したと書いています。実は関山直太郎さんの本には、こ

こは「農民」と書いていないんです。ここは、「百姓」と書いています。つまり、江戸時代に「農

民」という身分は存在しないんです。身分は、「百姓」なんです。「百姓」とはどういう意味か。

「百姓」は「農民」ではありません。先生方は、「百姓」は「農民」であると思っている方がほとん

どと思いますが、厳密には違います。「百姓」も中国からの伝わった言葉ですが，「百」というのは

「無限、すべて」という意味です。この「百姓」も、「たくさんの姓、名前をもつ人々、つまり人間

一般」を指すんです。「いろんな職業をもっている人」という意味でもあるんです。私の学校に中国

人の女の子が帰国子女という形で入学しています。私は、その女の子に「中国では、『百姓』と言っ

たらどういう意味ですか」って聞いたんです。彼女はこう答えました。「『普通の人』という意味で

す」このように考えたら、「漁師はどこに属するんですか。当然，「百姓」です。「山の民」も「百

姓」です。実際に、「漁民」は江戸時代には「浦百姓」あるいは浜に住んでいるから「浜百姓」と呼

ばれていました。

では、「身分」は何によって決まったのでしょうか。「身分」は、支配者が勝手に決めたのでしょ

うか。「今日からあんたは百姓やで。あんたは今日から町人やで」と決めたんでしょうか。「身分」

はなぜ決まったのか。「身分」は、別の形で決まっていくんです。住本健次さんが「仮説実験サーク
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ル」で提案されているので，先生方もよくご存じかと思います。先ほど言いましたように、江戸時代

の身分制度は「侍身分、町人身分、百姓身分」の三つです。村に住んでいる鍛冶屋は何身分でしょう

か。この三つの中から考えてみてください。「身分」は「住んでいる場所」によって決まるんです。

つまり、人民把握の必要とキリスト教徒との摘発と禁圧を目的とした「寺請制度」と「宗門人別改

帳」の作成の義務化によって，それぞれの村や町の住民が登録されていく。つまり，このような制度

の実施によって人民の把握が行われることで，それ以前からあった社会的地位（位置）を示す身分的

な分類が，村や町ごとに，その「身分」を統一的に寺院に把握され，幕藩体制下の身分支配に組み込

まれていったのです。

つまり職業によって「身分」が分けられたのではなく、どこに住んでいるかによって「身分」は決

められたのです。「村に住むお医者さん」は、「百姓身分」です。「町に住むお医者さん」は、「町

人身分」です。そして、江戸時代の前半には「身分の移動」は盛んに行われました。昨年『元禄僚

乱』という大河ドラマがありましたが、徳川綱吉のお母さんはお玉さんといって「町人身分」の方な

んです。将軍の側室あたりを調べてみると、特に吉宗の側室は、身分がはっきりしない方がいる。

赤穂浪士の話をします。赤穂浪士三百人がリストラを受けます。リストラを受けた三百人はどうし

たでしょうか。浪人では食っていけないんです。じゃ、どうするのか。江戸時代はどこかの村か町に

所属しなければ生きていきにくい時代です。彼らは，町が受け入れるんです。だから、赤穂浪士三百

人は、「町人」になるんです。「町人身分」になる時、条件を出されるんです。「刀は家に置いてお

いて下さい」って。赤穂浪士三百人は「町人身分」として町が受け入れていくんです。

先生方、江戸時代の村の大きさ，少しわかりにくいと思うんです。わかる方法があるんです。佐伯

には「大字」がありますか。「大字」「小字」というのは，どういう意味かご存じですか。明治二十

一年に町村合併が行われます。その町村合併が行われる時に、江戸時代から続いている村が合併され

るんです。合併した段階で、何々町というふうになります。その合併した村の以前の村の一つひとつ

をさして「大字」とか「小字」と呼んだのです。ということはその「大字」一つが、江戸時代の村の

規模だと考えたらいいんです。大体、四十から五十戸ぐらいが一つの村として、二百人から三百人ぐ

らいを一つの村と思ってください。そう考えたら、日本全国にたくさんの村があり町があるんですね。

③近世の庶民の生活

近世の庶民の生活について考えてみたいと思います。先ほど申し上げました、さらに低い身分の三

段論法、不平不満を持つという話、これはある一つのことが前提となっているんです。その前提とは

何か。「農民は貧しい」ということが前提なんです。「農民が貧しく，生活が苦しく，武士（支配

者）に不平不満を持っている」ことが前提になっているんです。その前提があって初めてこの論理が

成り立つんです。その意味で，はたして近世の庶民の生活はどのようなものであったかを考えてみた

いと思います。

ａ 武器の所持

レジュメに、「刀狩令は秀吉による一度だけではない」と書いています。江戸時代、刀狩令はたく

さん出されているんです。先生方、差別法令と言われるものをどのように考えられていますか。ちょ

っと極端かもしれませんが，武士や支配者階級は、「いじめてやろう，苦しめてやろう」と、厳しい

差別法令をどんどん出したのではないかというイメージが強くはないですか。本当に、武士は弱い者

いじめが好きだったんでしょうか。そうじゃないんですね。

先生方、子どもが廊下を走ります。廊下を走るから「走るな」と言うんでしょう。茶髪にしてくる

から、「茶髪にするな」と言うんでしょう。ピアスするから「ピアスするな」と言うんです。それも、

何回言ってもきかないから何回も言うわけです。子どもが廊下を走らなかったり、茶髪の子が一人も

いなかったら、そんなことをいう先生もいないのではないですか。つまり、差別法令とか、お触れ

（御触書・命令）とかを守らない実態があるから、繰り返し法令が出されるんです。江戸時代、刀は
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町人も、百姓も持っています。だから、何回も刀狩り令が出されるのです。「生類憐れみの令」とい

うのがあります。「生類憐れみの令」というのは、何回も出されたんです。二百数十回出されていま

す。そして、新たに禁止する項目が増えて，細かい内容が付け加えられていくんです。その条文の一

つに、「鉄砲を使ってはいけない」と書いています。「鉄砲で、鳥などを撃ってはいけない」と書い

ています。ということは、「百姓が鉄砲を持っていた」という実態が、前提になっているわけでしょ

う。守られていない実態があるから、何回も出されるんです。守られていない実態とは何か、これが

江戸時代の庶民の真実の姿ではないですか。我々は，仮想的な創り出されたイメ―ジを江戸時代の真

実として，実像としてもってきたのではないでしょうか。これをもう一度，史実の即して真実を見る

ことで，今までの作られた固定的なイメージを取り払う必要があると思います。（一法師英昭さんは

「部落史の見直し」は，私たちの「固定概念崩し」であると言われているが，このことは部落史だけ

でなく，従来の歴史学習すべてに当てはまると思う。『おおいた部落解放史』第19号）

ｂ 貧農史観からの脱却

次に、「百姓は貧しかったのか」ということについて考えてみたいと思います。香川県の小豆島に

私の友人がいますが，ある日、彼から電話がかかってきました。「先生、こんな授業を研究会の公開

授業で見たんやけど、どう思う」と。どのような授業かというと、江戸時代の農民の生活，農民の苦

しい生活を説明するのに、その公開授業をされた先生は『慶安の御触書』を題材に使って授業をされ

たのです。『慶安の御触書』の中の一説に、「米を食うな。雑穀を作れ。ひえや粟を食え。」という

文章があります。それを実感させたいという思いから、教室に電子レンジを持ち込んだんです。ひえ

とか粟とか，今はなかなかないですね。そこでその先生はどうしたのか。一番近い物として、鳥の餌

を買ってくるんです。その鳥の餌を皿の上にのせて、水で溶いて、ラップをかけて、電子レンジでチ

ンしたんです。そして、それを生徒に食べさせたんです。江戸時代の農民はこんなのを食べていたの

だと授業しました。もし、江戸時代の農民が米を食べないで、そんな貧しい生活を本当にしていたの

であれば、画期的な授業であったと思うんです。でも、本当はどうでしょうか。その先生はこう付け

加えたそうです。「こんなものを食べていた農民よりも部落はもっと貧しかったんですよ」って。さ

あ、この授業を通して，子どもたちのイメ―ジはどのように作られたでしょうか。

江戸時代における農民統制のバイブルのように使われてきた題材である『慶安の御触書』ですが，

本当にそうだったんでしょうか。今、『慶安の御触書』の信憑性が問われています。高校の教科書の

いくつかからは、『慶安の御触書』が削除されています。『慶安の御触書』は、『徳川禁令考』の中

にあります。『徳川禁令考』とは、江戸時代に出された法令を集めたものです。しかし、これが作ら

れたのは明治になってからです。明治になって、江戸時代の法令を集めた本として『徳川禁令考』と

いう本が作られたのです。そういう意味でも，『慶安の御触書』の信憑性が疑問視されています。事

実、『慶安の御触書』が全国に出され、実際に命じられたという形跡はそれほどないんです。ただ、

『慶安の御触書』の元ではないかと考えられているのはあります。甲府に、『百姓心得』という資料

が残っています。それが、『慶安の御触書』に一応近いなと言われています。つまり、『慶安の御触

書』は、命令ではないんです。百姓はこうした方が生活しやすいよという意味で作られ、そして日本

の中で一部に使われた心得のようなものと私は解釈しています。

作況指数の話をさせて下さい。作況指数というのは、百が基準にし，米の収穫高を指数に表したも

のです。約七年前、タイ米とか外国産の米を輸入しないといけないほど米が取れなくて大騒ぎしたの

を覚えていますか。その時，餓死された人はいますか。誰も餓死しませんでした。ぼくは、授業で，

同じ質問を生徒にします。「あの時な，覚えてるやろ」「うん、覚えてる」「餓死したの、誰もおら

んかったな。なんでやろう」と聞きます。子どもの発想は豊かですよ。「先生、マクドナルドあるで。

スパゲッテイあるで。パンもあるよ。誰が餓死するんや」って。その通りです。さあ、この時の日本

の作況指数はいくらだと思いますか。七十三です。普通の収穫高を百とした場合に、七十三しか米が

取れなかった。それであれだけ大騒ぎした。
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さて，江戸時代の飢饉の中で、天保の大飢饉というのがあります。三百万人が餓死したと言われて

いる。その時の作況指数はいくらだと思いますか。ここにいる大部分の先生方がすごく低いと思われ

ていますね。天保の大飢饉の時の作況指数，実は、九十なんです。これはどういうことを意味してい

るのでしょうか。本当に、百姓が、米を食べていなくて、ひえや粟とかの雑穀を食べていたなら，三

百万人も餓死するはずがないんです。つまり、これはどういうことを意味しているかというと、「農

民が米を食べていた」証拠なんです。農民は、主食に米を食べていて、しかも江戸時代は鎖国状態で，

外国から食糧を輸入できない。そういう状況の中で、飢饉が起きた。だから死ぬんですよ。ちょうど

一割でしょう。当時、日本の人口はだいたい三千万人です。その一割は三百万人です。合っているん

ですね。それから、百姓一揆の話をされる時に、米の買い占めの話をされると思います。なんで、米

を買い占めるんですか。米を買い占めるということは、メリットがあるから米を買い占めるんでしょ

う。その前提としては、米を食べてる人間がいる、だから米を買い占めることによって値段をつりあ

げて利益を生むことができるんです。江戸時代の全人口の多くを占めている農民や町人が米を食べて

いないとして、米を買い占めたって意味がないではないですか。百姓一揆で，打ちこわしで，農民や

町人はどこを襲うんですか。米屋でしょう。米を食べているから米屋を襲うんです。

農民の大体の実質的な年貢率を言いますと，約三割程度です。「おかしい。五公五民って教科書に

書いてある，それが段々と四公六民になっていくと書いてある」と先生方も思われるかもしれません。

でも，これは正しくはない。江戸時代の最初の頃に行われた検地、その検地を基に年貢を決めてい

ますから、元来の収穫高に比べて、土地改良とか肥料の進歩によって一反あたりの収穫高が増えてき

ます。それを考えたら、実質は大体三割程度だと思います。ということは、七割は農民の手元に残っ

ています。そうでなかったら、百姓の人たちがお金を出し合って、自分たちの村に立派なお寺を建て

ることができるだろうか。祭りの輿や飾り，日々の衣服や生活用品，牛馬，肥料，鉄砲などをどのよ

うにして購入することができるのでしょうか。

農民は、『慶安の御触書』に書いているように，朝から晩まで働けと言われて、本当に働いていた

のでしょうか。否，働かされていたのでしょうか。一年中，朝から夜まで働いていたのだろうか。江

戸時代の農民の休日を調べた資料があります。それによると、年間四十日から八十日ぐらい農閑期と

して休みがあるんですね。農民は休んでいるんです。休んでいるから、村の鎮守の祭りなどを祝い楽

しむことができたし，芝居見物や自分たちも田舎芝居をすることができたのでしょう。働いてばかり

いては、文化は育ちません。なぜ、江戸時代の庶民文化があれだけ発展したのでしょうか。文化が発

展するということは、暇だから文化が発展するんです。

桑名藩に、神楽の村があります。伊勢神楽の村です。そこの年貢率は何割でしょうか。十五割，年

貢率は十五割です。これはどういうことでしょうか。伊勢は昔、日本で一番貧しいところだと言われ

ていましたが，違うんです。貧しくないんです。農作物はとれないかもしれないけど、それに代わる

品々がたくさんとれるんです。例えば、農閑期などに伊勢神楽を舞うため全国に出かけて収入を得て

くる。さらに海からの幸（鮑などの海産物）がたくさん手に入る。豊かなんです。豊かだから、年貢

をたくさんとっても百姓が餓えることもなく，十分やっていけるんです。

「本百姓と水呑百姓」の話をします。先生方、「水呑百姓」をどのように授業で説明されています

か。「本百姓は、土地（田畑・田地）を持っていて豊かで、水呑百姓は土地を持っていない小作だか

ら貧しい」と授業で教えておられませんか。私が中学校の時，このことを授業で教えてくれた先生は

私にこう言いました。「水呑という言葉でわかるやろ。作った米のほとんどを小作料で持っていかれ

て、米が食えれんから、水しか飲むものがないから水呑と言うたんで」というように、私に教えてく

れました。私もそのように長く信じていました。しかし，本当にそうでしょうか。先ほど言いました。

「村の鍛冶屋」は「本百姓」か「水呑百姓」か，どっちなんでしょうか。「村のお医者さん」は「百

姓身分」です。「本百姓」ですか「水呑百姓」ですか。土地を、持っていないのが、検地帳に記載さ

れていないのが、「水呑百姓」です。ということを考えたら、「村の鍛冶屋」「村の医者」「村の商

人」，全部身分は「水呑百姓」です。では，彼ら「水呑百姓」って貧しいんですか、貧しくないです
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よね。

石川県に時国家という家があります。網野さんという中世の歴史研究者が現地で，その家を調べ，
ときくに

フィ―ルドワ―クもされて研究されました。その「時国家」は、北前船によって莫大な財をなした大

富豪です。裏山に鉱山を持ち、鉱山経営もやっています。その家は当時の地図から推測すると、この

ホールがすっぽり入るぐらいの敷地です。大金持ちです。でも、検地帳にはどのような身分として記

載されているか。検地帳には、「頭振」と書いています。「頭振」とは，加賀藩（石川県）では、
とうふり

「水呑百姓」のことです。つまり身分は「水呑百姓」なんです。土地を持って農業する必要がないぐ

らい豊かなんです。水呑百姓というのは、幕府の直轄領，天領のみで使われた言葉です。それぞれの

藩では，「水呑百姓」は別の言葉（表現）で使われています。例えば、越前では、「雑家」と呼ばれ
ぞ う け

ています。

もう一つ、農民が不平や不満をもっていた，それが高まって武士に反抗したという意味での例とし

て、農民がどれだけ貧しかったかを証明するのに、よく先生方は「百姓一揆のグラフ」を使います。

そして，このような授業をしませんか。「飢饉の後には、百姓一揆がこんなに起こっているやろ。こ

れだけ農民は、苦しい生活をさせられていたんだ。だから飢饉があって，その上年貢を多く取られ，

生きていくことが苦しくなって，我慢できなくなって，一揆を起こす」つまり，百姓の生活の苦しさ，

貧しさ，不平や不満の例として，百姓一揆を使うんですね。人間って視覚の動物なんですよ。視覚の

動物ですから、このグラフをぱっと見たら、子どもたちはそうかと思うんです。ここに（グラフの最

高数）、百姓一揆の件数が書いています。何件か覚えていますか。それを指摘しながら授業されてい

る先生，おられますか。確かに，このグラフの折れ線の形を見ると、百姓一揆がたくさん起こってい

るというイメ―ジを持つんです。そして子どもたちは、農民の生活は大変だったんだって思うわけで

す。この最高件数はいくらかというと、だいたい百件くらいです。青木虹二さんという学者が、江戸

時代の百姓一揆について研究されたものによると、江戸時代全部で三千件の百姓一揆が起こったそう

です。三千件，多いですね。やはり農民というのは不平不満をもっていたんだと思います。でも、こ

れは分子なんです。この下（分母）に何がくるかというと、江戸時代二百六十年間、そして江戸時代

には三百近い藩があるんです。これらを分母として分子を割ってください。一年間に一つの藩で，ど

れだけの百姓一揆が起こったか計算して下さい。確率はどれくらいですか。それよりも、明治維新の

後、わずか二十五年間で年間二十から五十の打ちこわし、地租改正反対一揆や秩父事件、その頃にな

ると百五十くらいの百姓一揆や打ちこわしが起こっている。江戸時代と明治時代とどちらが、農民の

不平不満が大きかったのでしょうか。明治の初年ですか、それとも江戸時代ですか。

次に，江戸時代の離婚状である「三行半」の話を少しします。今度の小学校の教科書に「三行半」

が載っています。江戸時代の女の人がどれだけ苦しかったか，どれだけ男女差別があったのかという

ことが強調的に，教科書に載るようになりました。「三行半」の最後の「半」という意味をご存じで

すか。この「三行半」は、男が女に対してどれだけ横暴であったか、女の人がどれだけ虐げられてい

たのかという証拠として使われています。「三行半」の「半」というのは「お構いなし」という意味

です。つまり、別れるに際して，妻であった女性が今後どこのどのような男性と結婚しようとも，私

はあなたに対して干渉しませんよという意味なんです。このことから何がわかりますか。「三行半」

は再婚許可状なんです。江戸時代には，女性は再婚をいっぱいしているんです。そして、史料の中に

は、再婚すればするほど財産が増えていく女性もでてくるんです。離婚率の話をしましょう。千九百

九十五年にはだいたい二十五パ―セントと言われています。千八百八十三年離婚率何パ―セントでし

ょう。三十八パ―セントなんです。どうして、江戸時代の女性が男性によって虐げられいるというイ

メ―ジができたのでしょうか。本当に女性が男性によって差別され，人権を無視され奴隷的に扱われ，

社会的にも低位に置かれていくのは，明治民法が作られて以降なんです。明治民法によって確立され

ていく「家」制度のもとで、女性は法律的に，家に縛りつけられていくんです。事実，明治民法以後、

離婚率は半数以下の十パ―セント以下になるんです。また「姦通罪」も合わせて考えてみてください。

「男性の姦通罪」はないけれども、「女性の姦通罪」はある。このあたり、現在の民法も含めて，も
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う一度根本から考えてみる必要があるんじゃないかと思います。

④部落は貧しく悲惨であったのか

「部落は貧しく悲惨であったのか」という話をします。その例として，部落の経済力の話をします。

レジュメに「雪駄の値段」と書いています。江戸時代のお金、一文は今のお金に直したら、二十円か

三十円ぐらいです。お蕎麦が十六文，お寿司が一個八文ぐらいです。一番高いお寿司って何でしょか。

今なら，トロ（本マグロ）と答えますが、江戸時代，魚の赤身は全部捨てています。では、一番高い

お寿司は何でしょうか。実は卵焼きなんです。このことからも，江戸時代と現代の価値観のズレがお

わかりかと思います。

草鞋が十文、草履が十六文、下駄は五十文。下駄の中で一番切れやすいところは，鼻緒ですね。こ

の鼻緒を皮製品にする。その下駄，いくらでしょうか。百文なんです。皮の鼻緒自体が五十文の価値

がある。では、雪駄はどうでしょうか。五百文から千文ぐらいです。今のお金に換算して、二万円ぐ

らいです。二万円の雪駄を買うのは豊かな商人だけかというと，違います。たくさん作っても，それ

が売れるということは、買う人間がたくさんいるからですし，だからたくさん作るわけです。部落の

産業として成り立っているんです。買う人間がいるから売ることができるわけです。つまり，一般の

民衆が雪駄を買うことができるということです。ちょっとしたブランドであっても買えるんです。と

いうことは、江戸時代の民衆の生活はそれほど貧しくないということです。実際、先生方だって、家

に帰ったら，ちょっとしたブランド品の服，ティファニ―のアクセサリ―，ダンヒルのライターがあ

るよってという方，たくさんおられると思うんです。そういう感覚で雪駄を買っていたんじゃないか

なって思います。私は、極端な言い方をするけど、今の生活の状態と江戸時代の民衆の生活の状況と，

それほど変わらないと思っています。ただ、飢饉の時の生活は違うと思います。しかし、その貧しい

部分だけがクロ―ズアップされて、日々の生活も苦しいと見られてきたのではないかと思うのです。

ちょっとイメ―ジの話をします。「橋のない川」という映画があります。「橋のない川」の映画は、

ステレオタイプ的なマイナスイメ―ジを与えていると思います。どこがそうかと言いますと、あの映

画では，地主は部落外、小作が部落という描かれ方をしています。住井すゑさんが生まれ育ったのは

奈良県ですが，奈良の現地調査では、十五から十六町歩を持っている大地主、五から六町歩の地主、

全体で四十町歩持っているムラなんかが多くあるんですね。つまり、部落の地主さんもたくさんいる

んです。「渋染一揆」の原典史料である『禁服訟歎難訴記』という本を書き残した方（神下村，豊五

郎）の家に行きまして、その子孫の方に「土地をどのくらい持っておられるんですか」って，失礼と

は思ったんですが，聞いたんです。「少なくなったけど，三町歩くらいはまだあるね」

（三）近世被差別民の位置

社会（民衆）は「えた」「ひにん」をどの ように見ていたか

レジュメの八ペ―ジを見て下さい。江戸時代において，民衆や社会は被差別民をどのように見てい

たかということを書いています。「えた・ひにん」に対して、当時の人々はどう思っていたか。レジ

ュメに資料を載せていますけれども、「低い」とか「上下」とかの感覚ではないんですね。「排除」

の感覚なんです。「二つの解放令」ということで載せています。先生方、「解放令」というと一つし

かないと思われますが、実は「解放令」は二つ出されています。レジュメの上に書いているのがいわ

ゆる従来から言われている「えた・ひにん」に対して出された「解放令」（厳密には「解放令」とい

う表記はなく，意味の上からは上杉聰氏のいう「賤民廃止令」が妥当）です。下に、「娼妓解放令」

と書いています。それがもう一つの「解放令」です。どうして、解放令は二つ出されたのでしょうか。

上杉聰さんが、言われていることですけど、日本には賤民的な扱いを受けた人々の系譜が二つあった，

つまり，その系譜が一つであるならば、二つの解放令が出されることはない。つまり、二つの賤民の

系譜，流れがあったんだということです。一つは、「下人、下男」と呼ばれる「奴隷」の扱いを受け

た賤民。もう一つは、「排除」された賤民です。このことについては，ちょっと時間が少なくなって
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きて説明ができません。レジュメに詳しく書いていますので，読んでいただきたいと思います。

（四）「差別」とは何か

江戸時代における「差別」の認識

次のペ―ジを見て下さい。「渋染一揆」についての原文を二つ載せています。「渋染一揆」の授業

のポイントですけど、「分け隔て」ということを考えてほしいと思います。つまり、「渋染一揆」の

原典史料には「差別」という言葉はでてきません。『禁服訟歎難訴記』『屠者重宝記』という原典史
きんぷくしょうたんなんそき せっしゃちょうほうき

料の中に、「差別」という言葉は出てこないんです。差別的な意味で使われている表現は四つの言葉

だけです。それがレジュメに書いています，「隔」「御隔」「指別」「御指別」です。このことを考

えていただいたら分かると思うんですけど、「江戸時代の差別」というのは、「分け隔てる」，つま

り「排除の差別」なんです。「見下す，蔑む差別」ではないんです。「見下す，蔑む差別」は，明治

以後です。

差別の本質ということで、「差別戒名」を考えてみたいと思います。差別戒名にもいろいろな者が

あります。「皮男」という言葉、皮を扱うことから付けられたのでしょう。その次に、「似女」とい

う戒名、女に似てるよ。でも違うという差別を内包しているんですね。「立」という言葉、これも差

別戒名です。どこが差別戒名なんでしょうか。戒名は何に書くんですか。位牌に書きます。「立」は

人偏がないということで、人でない。人間でない。厳しい差別です。同じ人間として認めていないん

ですね。これが差別の本質です。

すみません。残りの時間がなくなりました。レジュメの十ペ―ジ、それ以降の「渋染一揆」につい

て書いていますので、先生方お読みいただきたいと思います。さらに、詳しい資料については、私も

書きました本（『社会科における同和教育』）の中に、詳しく書いていますので、お読みいただきた

いなと思います。

最後に、二つほど話をして終わりたいと思います。今日できるだけ具体的に例を示しながら、江戸

時代の民衆や部落というものをどうとらえていくかということを話してきました。私の話を聞いて、

初めて聞くこと、今まで自分が描いていた江戸時代や部落問題に対するイメ―ジが変わったという先

生方，随分おられるんじゃないかなと思います。もう一度，原点に戻ってみましょう。

我々は、何のために部落問題学習をするのでしょうか。なぜ、部落史学習を行うのでしょうか。そ

れは子どもたちに、「部落」についての知識を教えるためではないのです。子どもたちに、歴史の実

態を教えるとともに、部落が豊かだったかもしれない、そして百姓は豊かだったかもしれない、百姓

以上に部落は豊かだったかもしれない，だけど差別はあったんだということを問題として教えたいの

です。被差別身分の人々は，その差別の中を，差別を受けながらも生き抜いてきたんです。そのこと

を伝えていってほしいんです。差別の厳しさをただ伝えるだけでは、子どもたちの心は変容しません。

差別の中をいかに生きてきたかを伝える必要があるのです。「渋染一揆」は、「差別に耐えに耐えて

きた人たちが、人の嫌がる、人の嫌う服を無理やり着せられそうになり、もうこれ以上は我慢できな

いということで、団結して立ち上がり，命がけで闘い，「嘆願書」を受け取らせ、そして差別を撤回

した素晴らしい史実である」と言われてきました。そこから子どもたちは何をつかむでしょうか。

「それほどまでに苦しかったんだ，しんどかったんだ。そんなことを命じられたのか」というマイナ

スイメージです。プラスイメージを伝えるはずの「渋染一揆」が，結局はマイナスイメージの伝達で

終わってしまう。ある生徒が、ダボダボの違反の学生服を着てきました。そのことを、担任が注意を

しました。「あんたな、こんな服を着てきたらあかんよ」って。その子どう言ったと思いますか。

「いかんのんか。わしの服は渋染か。そんなら，渋染一揆を起こさんといかんな」と言ったんです。

彼は単に「服を規制されたから一揆を起こした」というふうに「渋染一揆」を理解しているのです。

ただ史実を教えるだけの部落史学習で、子どもたちの心は変わっていくでしょうか。知識だけを教え

る部落問題学習で，はたして差別意識は変わっていくでしょうか。
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「渋染一揆」の前には、差別に立ち向かったものすごい闘いの歴史があるんです。日常生活の中で、

しっかり闘ってきた生き様があるんです。その延長線上に「渋染一揆」があるんです。「渋染一揆」

は突然起こったわけじゃないんです。それ以前に、いろんな闘争の流れがあったんです。例えば、岡

山（備前）の部落寺院は真言宗です。全国の部落の宗派は，八十数パ―セントが浄土真宗と言われて

いますが，しかし岡山の部落は真言宗です。「部落寺院なのだから浄土真宗に宗派を変えなさい」と

幕府や岡山藩から命令が出されました。それに対して、部落の人々は徹底して闘っていくんです。そ

して、最後は真言宗のままで，お寺が再興されていくんです。こういう闘いが「渋染一揆」の前にあ

るんです。なぜ，彼らは闘ったんでしょうか。「単なる宗旨の問題」と考えなかったのです。もしこ

こで宗旨を変えれば，子どもや孫，子孫は，差別を受け入れたという事実だけではなく，差別される

だけで抵抗もできない存在に生まれたということをずっと認めていかなければならない。百姓と同様

の扱いを目指し求め，日々の生活を高める努力をしてきた彼らにとって，自分たちだけが浄土真宗に

させられるという「分け隔て」を許すことが，認めることができなかったのです。「渋染一揆」で渋

染の着用命令に，抵抗した理由も同じです。それを認めることは，「自分たちの子どもや孫の代に

は」と希望と展望をもって生き抜いてきたことを否定されてしまう。一目で部落とわかる衣服の着用

を認めては，自分たちの子どもや孫が苦しむと思ったからこそ，子孫とその未来のために生命をかけ

て立ち上がったのです。このことを，ぜひ授業において，子どもたちに語っていってほしいのです。

厳しい差別の中でも，彼らは日々の生活を営み，子どもを育て，生きてきたのです。子どもたちに知

ってほしいこと，わかってほしいことは，「差別への怒りや支配者への怒りをもつこと」だけではな

く，「差別の中を生きてきた人々の姿」であり，その姿を通して「自分の生き方を振り返り，問い続

けていくこと」です。それが生徒自らが「差別解消の主体者」へと変わっていくことであり，「生き

方を問う」学習であると思います。

レジュメの終わりに、徳島県の板野中学校におられる森口健司先生と一緒にやった授業の実践記録

を載せています。ぜひ、読んでいただきたいと思います。この中で、板野中学校の生徒たちは自分自

身の生き方や日常生活と重ねて，いろんな感想を書いています。私の勤務している学校で私が「渋染

一揆」の授業をした後の生徒たちの感想も載せています。ある生徒はこう書いています。

【私たちは、渋染一揆を起こして、差別を強めるような法令をなくしてくれた人たちに、すごく感

謝しなければならない。えた身分の人々に、感謝しないといけない。牢屋からでた人が、自分たちの

やってきたことを残そうと本を書いたことはすごい。その人たちが、本を書いてくれたから、今私た

ちが差別について、いけない、だめだという考えに変わるために、勉強できているのだ。この人たち

の将来を考えた行動が今に繋がっていると思う。感謝しなければならない】

これは生徒の感想そのままです。生徒をもっと信じましょう。「えた」とか「ひにん」とかいう賤

称語を子どもたちに使ってはいけないといくら熱く語っても、差別発言はなくなりません。このこと

を教えたら差別発言をするのではないかという不安な気持ちで授業をするから、子どもは差別発言し

てしまう。教える教師自身が、「えた」という言葉，「部落問題」「部落差別」に対してどう思って

いるのか、この部落問題をどう解決しようとするのか、自分は命がけでこの問題を解決していこうと

しているのだという思いが教師の中にあったら、必ずそれは子どもに伝わり，子どもは決して差別発

言なんかしません。

三、 終わりに

最後に、私自身の話をして終わりたいと思います。私は、長く父の仕事を語ることができませんで

した。私の父は、もう退職しましたが、私は父の職業を尋ねられるたびに、「公務員です、市役所に

勤めています」とだけ答えてきました。父は衛生課に勤務していました。私は小さい頃から、父が残

飯やゴミを収集車にのせる姿、汗と泥に汚れて働いている姿を見るのが嫌でした。小学生の頃、学校

から友だちと帰っていたある日，友だちが急に鼻をつまみ、「臭え，汚いな～」って言って走り出し

ました。「お～い，孝志ちゃん行こうぜ。臭いから行こう」と私を呼ぶのです。道の先には，ゴミ収
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集車がありました。父でした。まぎれもなく私の父でした。真夏の昼下がり，照りつける太陽に吹き

出す汗を汚れた手ぬぐいで拭いながら働く父でした。ビニール袋は破れ，中から生ゴミがこぼれてい

ました。悪臭が周囲に漂い，汚い液体が流れていました。その臭い液体を身体に浴びながらも，父は

一生懸命にゴミを片付けていました。私は，そんな父を，汚いものでも見るように，横目で見ながら

走りました。私は友だちと一緒に走って逃げたのです。家に帰り、母に「何でお父ちゃん，あんな仕

事しよるん。友達に笑われてたんで」と文句を言いました。その時、初めて母親に思いっきり叩かれ

ました。私は今ではこんなに丈夫ですが，生まれたときは大変病弱で，その治療費を稼ぐために，ま

た勤務地が遠かったこともあって，父はそれまで勤めていた会社をやめ、安定した仕事である公務員，

しかし学歴のない父でしたので，公務員といってもゴミ収集の仕事を選んだのだということを，その

時初めて，母は涙ながらに教えてくれました。しかし私は，その父のおかげで大学を卒業し、教師に

なった後も父の仕事を隠し続けて生きてきました。傲慢にも，教師という仕事とゴミ収集という父の

仕事を比べ，父の仕事を軽蔑し，人にゴミ収集の子と思われるのが嫌で，ひたすら隠して生きてきた

のです。父を見下し蔑んできたのです。まさに私こそが差別者だったのです。そういう私が、父の仕

事を思い，父を語れるようになったのは「同和」教育との出会いがあったからです。最初に「同和」

教育に携わり，「部落解放のためと、部落の人のためにと、部落差別をなくすために」と「同和」教

育をしていたときには、私は気がつきませんでした。真の「部落解放」とはどういう意味かというこ

とに気がつきませんでした。しかし，ある日ある時，突然気がついたのです。真の「解放」とは，私

自身が私の中にある差別意識やこだわりから解き放たれることだということに。「同和」教育とは自

らの心の中にある差別意識やこだわりから解放されることをめざす教育であると気がついて初めて，

私は私の父の思いを知ることができたのです。今，年老いて孫と遊ぶ父を見ながら、私はつくづく親

不孝な息子だったと思っています。その父を誇りに思い，ひたすら働き続ける父を見守ってきた母の

姿が、今の私を育ててくれたと思います。私が命をかけてでも差別と闘っていこうと決意した原点は，

父の姿であり，母の愛情であり，そして「同和」教育が，それに気づかせてくれたのです。

先生方にも、いろんなこだわりがあると思います。いろんな思いがあると思います。同じように、

部落の父ちゃん、母ちゃんにもあるのです。私たちは共に生命ある人間としてその生命を子どもや孫

に伝えていっています。部落解放の歴史を，民衆の歴史を学びながら，私は思います。「子どものた

め、せめてこの子どもには、せめてこの孫には」という思い、この思いの中で、人間は生きているん

だなと。人間は幸せになるために生まれてきたのだという真実を，大切にしたいと思います。 最後

に、私の母が大好きだった歌を聴いていただきたいと思います。私が小学生だった頃，母がよく聴い

ていた歌を，私の大好きな新井英一が歌っています。聴いてください。

「ヨイトマケの歌」

母ちゃんのためならえんやこうりゃ

母ちゃんのためならえんやこうりゃ

もひとつおまけにえんやこうりゃ

今も聞こえるよいとまけの歌

今も聞こえるあの子守歌

工事現場の昼休み

タバコふかして目をとじりゃ

聞こえてくるあの歌が

働く土方のあの歌が

貧しい土方のあの歌が
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子ども頃に小学校でヨイトマケの子ども

汚い子どもといじめぬかれてはやされて

くやし涙にくれながら

泣いて帰った道すがら

母ちゃんの働くとこをみた

母ちゃんの働くとこをみた

姉さんかぶりで泥にまみれて日に焼けながら

汗を流して男に混じって綱を引き天に向

かって声あげて力の限り歌ってた

母ちゃんの歌こそ世界一

母ちゃんの歌こそ世界一

これで終わりたいと思います。ご静聴，ありがとうございました。


